
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェースユニットと、両端が前記Ｍバスインタフ
ェースユニットに収容され最遠端で折り返された下りバスおよび上りバスからなるＭバス
と、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに直列に接続された複数の分岐装置からな
るＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法 分岐装置が障害を常時監視し、障害
の発生点より上位の分岐装置にループバックを形成するようにしたＡＴＭ－Ｍバスシステ
ムの保守運用方法

【請求項２】
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であって、

において、
下りバス上に入力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した分
岐装置は、自己のＩＤを“０”クリアし、下位にはマルチキャストセルのＩＤリセット要
求を送出するとともに上位に遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を送出し、遠端受信故障（Ｆ
ＥＲＦ）信号を受信した上位分岐装置は、自己の分岐装置内にループバックを設定し、下
位分岐装置宛セルを受信端で全て廃棄して下位側を切り離すとともに、Ｍバスインタフェ
ースに対してループバック実施通知（ＬＢＡ）を送出することを特徴とするＡＴＭ－Ｍバ
スシステムの保守運用方法。

ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェースユニットと、両端が前記Ｍバスインタフ
ェースユニットに収容され最遠端で折り返された下りバスおよび上りバスからなるＭバス
と、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに直列に接続された複数の分岐装置からな
るＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法であって、分岐装置が障害を常時監視し、障害



Ｍバス
インタフェースに対してループバック実施通知（ＬＢＡ）を送出することを特徴とす

－Ｍバスシステムの保守運用方法。
【請求項３】

ＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運
用方法。
【請求項４】

－Ｍバスシステムの保守運用方
法。
【請求項５】

ことを特徴とするＡ
ＴＭ－Ｍバスシステム
【請求項６】
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の発生点より上位の分岐装置にループバックを形成するようにしたＡＴＭ－Ｍバスシステ
ムの保守運用方法において、
上りバス上に入力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した分
岐装置は、下位に警報表示信号（ＡＩＳ）を送出し、自己の分岐装置内にループバックを
設定し、下位分岐装置宛セルを受信端で全て廃棄して下位側を切り離すとともに、

るＡ
ＴＭ

ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェースユニットと、両端が前記Ｍバスインタフ
ェースユニットに収容され最遠端で折り返された下りバスおよび上りバスからなるＭバス
と、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに直列に接続された複数の分岐装置からな
るＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法であって、分岐装置が障害を常時監視し、障害
の発生点より上位の分岐装置にループバックを形成するようにしたＡＴＭ－Ｍバスシステ
ムの保守運用方法において、
下りバス上に入力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した最
上位の分岐装置は、自己のＩＤを“０”クリアし下位にはマルチキャストセルのＩＤリセ
ット要求を送出するとともにＭバスインタフェースユニットに遠端受信故障（ＦＥＲＦ）
信号を送出し、遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を受信したＭバスインタフェースユニット
は、Ｍバス主装置の中央制御ユニット（ＣＣＵ）に対し制御セルを用いてループバックし
たと等価の情報を通知するようにしたことを特徴とする

ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェースユニットと、両端が前記Ｍバスインタフ
ェースユニットに収容され最遠端で折り返された下りバスおよび上りバスからなるＭバス
と、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに直列に接続された複数の分岐装置からな
るＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法であって、分岐装置が障害を常時監視し、障害
の発生点より上位の分岐装置にループバックを形成するようにしたＡＴＭ－Ｍバスシステ
ムの保守運用方法において、
上りバス上に入力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出したＭ
バスインタフェースユニットは、下りバスに警報表示信号（ＡＩＳ）を送出するとともに
Ｍバス主装置の中央制御ユニット（ＣＣＵ）に対し制御セルを用いてループバックしたと
等価の情報を通知するようにしたことを特徴とするＡＴＭ

ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェースユニットと、両端が前記Ｍバスインタフ
ェースユニットに収容され最遠端で折り返された下りバスおよび上りバスからなるＭバス
と、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに直列に接続された複数の分岐装置からな
るＡＴＭ－Ｍバスシステムであって、Ｍバスに障害が発生したときに障害発生点より上位
側の分岐装置にループバックを構成し上位側の通信を確保するようにしたＡＴＭ－Ｍバス
システムにおける障害復旧時に、下位の分岐装置に対して再びＩＤを割り当てるＡＴＭ－
ＭバスのＩＤ再割当方法において、
分岐装置が上位側障害を常時監視し、
上位側障害を検出した分岐装置が自己のＩＤを“０”にするとともに、下位の分岐装置に
対してマルチキャスト方式によってＩＤリセット要求を送出し、
ＩＤリセット要求を受信した下位の分岐装置は自己のＩＤをリセットして“０”にし、
定期的にＩＤ要求をＭバスインタフェースユニットに対して送信する

ＩＤ再割当方法。

Ｍバスインタフェースユニットは、分岐装置からのＩＤ要求を受信すると、ＩＤ割当要求
の一時休止を要求するＩＤ割当確認通知を送出し、



ＡＴＭ－ＭバスシステムのＩＤ再割当方法。
【請求項７】

【請求項８】

記載のＡＴＭ－ＭバスシステムのＩＤ再割当方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ：非同期転
送モード）交換方式に適用するバス方式に関し、詳細には、ＡＴＭ交換機に収容される端
末間でデータ交換を行うマルチメディアバス（Ｍバス）方式に関する。
【０００２】
【従来の技術】
本出願人は、特願平９－１０２３１号 ）の出願におい
て、ＡＴＭスイッチとＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓインタフェースを有する主装置と、該主装置
に直列に収容される複数の分岐装置とからなり、該分岐装置は端末装置を収容するととも
に前記ＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓインタフェースの上りバスと下りバスに接続され、該バスの
下りバスの終端が折り返されて上りバスとされている「ＡＴＭ－Ｕバス方式」と呼ぶバス
方式を提案している。
このバス方式に用いるＵバス主装置は、音声／画像／データなどを全てＡＴＭセル化し、
１５５Ｍｂｐｓポートに独自のＡＴＭバスインターフェース（Ｉ／Ｆ）を有し、その配下
に複数の標準ＡＴＭ端末を収容するとともに、高速ＡＴＭ端末を直接そのポートに収容す
ることで、一元的に交換処理を行う小規模オフィス対応のＡＴＭ装置である。
【０００３】
このＵバス方式を採用した小規模事業所用のＵバス主装置の構成を図１２に示す。Ｕバス
主装置１は、ＡＴＭ交換装置としての機能を有しており、ＡＴＭスイッチ（ＡＴＭ－ＳＷ
）１１と、１５５ＭｂｐｓのＵ－ＧＦＣ制御付ＡＴＭインタフェース１２’とを有して構
成され、さらに図示を省略した１００ＭｂｐｓのＬＡＮインタフェースと、既存のＷＡＮ
インタフェースと、制御部と、蓄電池を具備した電源ユニットを有して構成されている。
【０００４】
ＡＴＭスイッチ（ＡＴＭ－ＳＷ）１１は、通常のＡＴＭスイッチと同様であり、本実施例
では、１５５Ｍｂｐｓのポート８個を有している。
【０００５】
Ｕバス主装置（ＡＴＭ交換機）１の１５５ＭｂｐｓのＡＴＭインタフェース１２’は、Ｕ
バス２およびＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓ端末ならびにＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓ回線を直接収容で
きるインタフェースパッケージであり、ＡＴＭセルのヘッダ内に設けられたＧＦＣ部分を
使用したＵ－ＧＦＣ制御機能を有している。
ＡＴＭインタフェース１２’は、ＡＴＭセル中のＧＦＣとバーチャルパス（ＶＰ）とバー
チャルチャネル（ＶＣ）を変換するとともにスイッチングのためのタグを付与するＶＰ／
ＶＣ変換手段と、ＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓ仕様のユーザーネットワークインタフェースであ
る１５５ＭｂｐｓＡＴＭユニットと、光／電気変換インタフェースと、ＶＰ／ＶＣ変換の
ための参照テーブル（ＧＦＣを含む）を格納したＳＲＡＭと、送受信セルのＵ－ＧＦＣ制
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次いで、ＩＤ番号を搭載したＩＤ割当確認要求を若いＩＤ番号から追い番で順次下りバス
上に送出し、
ＩＤ割当確認応答がなく送出したＩＤ番号のＩＤ割当確認要求を上りバスで受信したとき
に、当該ＩＤ番号のＩＤ割当要求を下りバスに送出するようにした
ことを特徴とする請求項５に記載の

下りバス上にＩＤ割当要求を受信した自己のＩＤが“０”の分岐装置が、当該ＩＤを取り
込み下流に空きセルを転送するとともに、Ｍバスユニットに対してＩＤ割当応答を送出す
るようにした
ことを特徴とする請求項６に記載のＡＴＭ－ＭバスシステムのＩＤ再割当方法。

Ｍバス上の障害が、下位の分岐装置のプログラムの立上げであることを特徴とする請求項
５ないし請求項７のいずれかに

（特開平１０―２１００４５号公報



御を行うＵ－ＧＦＣ制御ユニットとから構成され、例えば、カード状のパッケージに形成
される。
Ｕ－ＧＦＣ制御ユニットは、下りバスに送り出すＡＴＭセル（下りセル）ＩＤを蓄積する
下りセル用ＦＩＦＯメモリと、上りバスから受信した上りセルＩＤを記録する上りセル用

と、下りセル用ＦＩＦＯメモリに蓄積された下りセルＩＤと上りセル用Ｆ
ＩＦＯメモリに記録された上りセルＩＤとの一致をみる比較手段を有している。
【０００６】
ＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓインタフェース１２’には、Ｕバスと呼ぶＡＴＭバス２およびＡＴ
Ｍ端末、ＡＴＭ－ＰＮＮＩを介して他のＡＴＭ交換機、ＡＴＭ－ＵＮＩを介してＡＴＭ－
ＷＡＮがそれぞれ接続される。
また、ＬＡＮインタフェースには、１００Ｍｂｐｓの既存のＬＡＮ網が接続される。
さらに、既存ＷＡＮインタフェースには、ＩＳＤＮ回線またはアナログ回線、専用線、Ｏ
ＣＮ等が接続される。
【０００７】
制御部は、Ｕバス主装置１の交換制御およびパッケージ制御ならびにネットワーク管理の
制御を行う。
【０００８】
Ｕバス２は、ＡＴＭ端末を接続することができるバスであり、Ｕ－ＧＦＣ制御付きのＡＴ
Ｍ１５５Ｍｂｐｓインタフェース１２’に収容される。Ｕバス２には、分岐装置３－１，
３－２，３－ｎを介して、複数のマルチメディア端末や画像端末などの例えば、多機能ボ
タン電話機である２５ＭｂｐｓのＡＴＭキーテレホン（ＡＴＭ－ＫＴ）５１、１５５Ｍｂ
ｐｓのＡＴＭ端末５２、３．１ＫＨｚオーディオ（６４Ｋｂｐｓ）のアナログ電話機５３
、ＩＳＤＮ端末５４、２５ＭｂｐｓのＡＴＭ端末５５が分岐装置３を介して接続され、ア
ナログ電話機５３、ＩＳＤＮ端末５４などは既存端末用分岐装置３－３を介して接続され
、さらに１５５Ｍｂｐｓのサーバ／コンピュータなどのＡＴＭ端末５２が接続される。
【０００９】
例えば、これらの端末は、１５５ＭｂｐｓのＵバス２のトラヒック容量を考慮して複数接
続される。
【００１０】
ＡＴＭキーテレホンは、電話機内部にＣＬＡＤを有しており、ＡＴＭ２５ｂｐｓインタフ
ェースでＵバス２に接続される。
【００１１】
上述のように、このＡＴＭ－Ｕバス方式は、各分岐装置に識別子を付与し、主装置から送
り出すＡＴＭセルのヘッダのＧＦＣ（一般的フロー制御）フィールドにＡＴＭセルの宛先
の分岐装置の識別子を付与して送り出す方式である。
さらに、このＡＴＭ－Ｕバス方式は、分岐装置が受信した自己宛のセルを分岐して端末装
置に送るようにし、分岐装置に収容された端末装置からの送信データがないとき、分岐装
置で受信した自己宛のセルの識別子を削除して空きセルとして下流ノードへ送り出し、分
岐装置に収容された端末装置からの送信データがあるとき、分岐装置で受信した自己宛の
セルまたは空きセルに送信データを乗せて送り出すようにしている。
【００１２】
また、このＡＴＭ－Ｕバス方式は、分岐装置に端末装置からの送信データを一時格納する
複数の送信バッファを設け、送信バッファの値が所定の値に達したときに該分岐装置宛の
セルを“ＳＯＳ”セルとして主装置に送り返し、主装置は“ＳＯＳ”セルを受けたときに
強制的に共用チャネル以外の下りセルに前記分岐装置の識別子を付与した予約空きセルを
送出するようにしている。
【００１３】
ＡＴＭ－Ｕバス方式に用いる分岐装置は、ＡＴＭ－Ｕバスに接続され、上流側インタフェ
ースと、下流側インタフェースと、端末装置への入出力インタフェースとを有し、受信し
たＡＴＭセルのヘッダに付与された識別子を抽出して自己宛のセルを分岐する機能と、セ

10

20

30

40

50

(4) JP 3580404 B2 2004.10.20

ＦＩＦＯメモリ



ル分解・組立（ＣＬＡＤ）機能と、自己宛のセルまたは空きセルに送信データを乗せるセ
ル挿入機能を有するバス制御手段を備えている。
【００１４】
ＡＴＭ－Ｕバス方式に用いるＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓインタフェースは、ＡＴＭバスが接続
され、下りバスに送出するＡＴＭセルのＧＦＣに付した識別子を蓄積するＦＩＦＯメモリ
と、上りバスで受信したＡＴＭセルのＧＦＣに付した識別子を蓄積するＦＩＦＯメモリと
、下りバスに送出するＡＴＭセルのＧＦＣに付した識別子と上りバスで受信したＡＴＭセ
ルのＧＦＣに付した識別子とを比較する手段とを有しており、下りバスに送出するＡＴＭ
セルのＧＦＣに付した識別子の蓄積がなく、上りバスで受信したＡＴＭセルのＧＦＣに付
した識別子が記憶されたときに端末装置を指定した空きセルを下りバスに割り当てる機能
を有している。
【００１５】
このＡＴＭ－Ｕバス方式は、標準方式ＡＴＭ－スイッチ（ＳＷ）を用いて実現することが
でき、主装置の各１５５Ｍｂｐｓインタフェースでは、上記“Ｍ－ＧＦＣフロー制御”を
無視するか無効とすることによって、標準のＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓポートとしても使用で
き、各分岐装置の端末装置は公平かつ効率的に送信することが可能となり、かつ、セルの
最大遅延等の特性を最大限保証することができる。
音声の様な既存端末装置などの対称サービスは、その端末装置の受信セルだけによって送
信の保証が可能となる．
サーバアクセス、インタネットアクセス等の非対称サービスに対して、Ｕ－ＧＦＣフロー
制御および“ＳＯＳ”セルによってセルの有効利用が可能となる．
Ｕバス上の端末装置は“マルチキャスト”通信が可能である．
分岐装置の配下に端末装置をマルチポイントに接続することが可能となる．
ＣＬＡＤ付き分岐装置を接続することによって、既存端末装置を直接収容することが可能
となる．
Ｕバス方式のソフト処理は、初期設定、ＯＡＭ管理、Ｕバス管理の他にはほとんど必要な
いので、Ｕバス方式を容易に実現することができる．
ハードウェアは、ＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓインタフェースを設けるだけであり、ＵＴＯＰＩ
Ａバス制御、セル挿入・分岐、およびバッファ処理が増えるだけであるので、Ｕバス方式
は容易に実現することができる．
という優れた効果を奏する方式である。
【００１６】
上記ＡＴＭ－Ｕバス方式においては、バスに接続された分岐装置を制御するには、各分岐
装置に固有の識別子を割り振ることが必要となるが、この識別子の割り当ては例えばハー
ド的なスイッチを用いて手動で設定していた。
このように手動による識別子割り当ては、識別子の割り当て誤りを生じたり、Ｕバスに接
続されている分岐装置の管理をそれぞれ個別にする必要がある。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記ＡＴＭ－Ｕバス（以下、本明細書においては、Ｍバスという）システムに
おいて、Ｍバスに障害が発生した場合に上位側の分岐装置の動作を確保する保守運用方法
を提供すること、および、Ｍバスに発生した障害が復旧した場合や、Ｍバスに収容された
分岐装置がプログラムを立ち上げたときに、上流側の分岐装置の動作を妨げることなく下
流側の分岐装置にＩＤを再び割り当てる方法を提供することを課題とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は、ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェース
ユニットと、両端が前記Ｍバスインタフェースユニットに収容され最遠端で折り返された
下りバスおよび上りバスからなるＭバスと、該Ｍバスの下りバスと上りバスにそれぞれに
直列に接続された複数の分岐装置からなるＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法におい
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て、分岐装置が障害を常時監視し、障害の発生点より上位の分岐装置にループバックを形
成するようにした。
【００１９】
本発明は、上記ＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法において、下りバス上に入力信号
断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した分岐装置は、自己のＩＤ
を“０”クリアし、下位にはマルチキャストセルのＩＤリセット要求を送出するとともに
上位に遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を送出し、遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を受信し
た上位分岐装置は、自己の分岐装置内にループバックを設定し、下位分岐装置宛セルを受
信端で全て廃棄して下位側を切り離すとともに、Ｍバスインタフェースに対してループバ
ック実施通知（ＬＢＡ）を送出するようにした。
【００２０】
また、本発明は、上記ＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法において、上りバス上に入
力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した分岐装置は、下位
に警報表示信号（ＡＩＳ）を送出し、自己の分岐装置内にループバックを設定し、下位分
岐装置宛セルを受信端で全て廃棄して下位側を切り離すとともに、Ｍバスインタフェース
に対してループバック実施通知（ＬＢＡ）を送出するようにした。
【００２１】
さらに、本発明は、上記ＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法において、下りバス上に
入力信号断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出した最上位の分岐装
置は、自己のＩＤを“０”クリアし下位にはマルチキャストセルのＩＤリセット要求を送
出するとともにＭバスインタフェースユニットに遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を送出し
、遠端受信故障（ＦＥＲＦ）信号を受信したＭバスインタフェースユニットは、Ｍバス主
装置の中央制御ユニット（ＣＣＵ）に対し制御セルを用いてループバックしたと等価の情
報を通知するようにした。
【００２２】
本発明は、上記ＡＴＭ－Ｍバスシステムの保守運用方法において、上りバス上に入力信号
断（ＬＯＳ）もしくはフレーム同期はずれ（ＬＯＦ）を検出したＭバスインタフェースユ
ニットは、下りバスに警報表示信号（ＡＩＳ）を送出するとともにＭバス主装置の中央制
御ユニット（ＣＣＵ）に対し制御セルを用いてループバックしたと等価の情報を通知する
ようにした。
【００２３】
上記課題を解決するために、本発明は、ＡＴＭ交換機に収容されたＭバスインタフェース
ユニットと、両端が前記Ｍバスインタフェースユニットに収容され最遠端で折り返された
下りバスおよび上りバスからなるＭバスと、該Ｍバスに直列に接続された複数の分岐装置
からなるＡＴＭ－Ｍバスシステムであって、Ｍバスに障害が発生したときに障害発生点よ
り上位側の分岐装置にループバックを構成し上位側の通信を確保するようにしたＡＴＭ－
Ｍバスシステムにおける障害復旧時に、下位の分岐装置に対して再びＩＤを割り当てるＡ
ＴＭ－ＭバスのＩＤ再割当方法において、分岐装置が上位側障害を常時監視し、上位側障
害を検出した分岐装置が自己のＩＤを“０”にするとともに、下位の分岐装置に対してマ
ルチキャスト方式によってＩＤリセット要求を送出し、ＩＤリセット要求を受信した下位
の分岐装置は自己のＩＤをリセットして“０”にし、定期的に をＭバスインタフ
ェースユニットに対して送信するようにした。
【００２４】
さらに、本発明は、上記ＡＴＭ－ＭバスシステムＩＤ再割当方法において、Ｍバスインタ
フェースユニットは、分岐装置からのＩＤ要求を受信すると、ＩＤ割当要求の一時休止を
要求するＩＤ割当確認通知を送出し、次いで、ＩＤ番号を搭載したＩＤ割当確認要求を若
いＩＤ番号から追い番で順次下りバス上に送出し、ＩＤ割当確認応答がなく送出したＩＤ
番号のＩＤ割当確認要求を上りバスで受信したときに、当該ＩＤ番号のＩＤ割当要求を下
りバスに送出するようにした。
【００２５】
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また、本発明は、上記ＡＴＭ－ＭバスシステムのＩＤ再割当方法において、下りバス上に
ＩＤ割当要求を受信した自己のＩＤが“０”の分岐装置が、当該ＩＤを取り込み下流に空
きセルを転送するとともに、Ｍバスユニットに対してＩＤ割当応答を送出するようにした
。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式の識別番号割当方法の実施の形態を図を用いて
説明する。
【００２７】
本発明は、上記した先願にかかるＡＴＭ－Ｕバス方式に準じた方式を採用しており、マル
チメディアバス（以下、Ｍバスという）と、Ｍバスインタフェースユニット（以下、ＭＢ
Ｕという）と、端末インターフェース分岐装置（以下、単に分岐装置という）で構成され
るＡＴＭ－Ｍバス方式に関する。
本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いる分岐装置は、ＡＴＭ２５Ｍｂｐｓ端末装置や
ＡＴＭ１５５Ｍｂｐｓ端末装置などのマルチメディアに対応することができる分岐装置で
あり、ＡＴＭボタン電話機等の２５ＭｂｐｓＡＴＭ端末装置および１５５Ｍｂｐｓ専用Ａ
ＴＭ端末装置ならびに汎用ＡＴＭ端末装置などを収容する。ＭＢＵは、分岐装置との間で
ＡＴＭセルを送受信する。
【００２８】
本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式の概要を図１を用いて説明する。
ＡＴＭ－Ｍバス方式は、Ｍバス主装置１と、１５５ＭｂｐｓのＭバス２と、該Ｍバスに直
列に接続された複数の分岐装置３とから構成され、分岐装置３には２５ＭｂｐｓのＡＴＭ
－ＫＴ５１、１５５ＭｂｐｓのＡＴＭ端末装置５２，２５ＭｂｐｓのＡＴＭ端末装置５５
などが接続線６を介して収容される。
【００２９】
Ｍバス主装置１は、ＡＴＭ交換機としての機能を有しており、ＡＴＭスイッチ（ＡＴＭ－
ＳＷ）１１と、Ｍバス２をＡＴＭスイッチに収容させるゲートウェイとして働くＭＢＵ１
２と、Ｎ－ＩＳＤＮ基本インタフェースユニット１５と、中央制御装置（以下、ＣＣＵと
いう）１９とを有して構成される。
さらに、Ｍバス主装置１は、２５Ｍｂｐｓ端末インタフェースユニット１３、ＬＡＮユニ
ット１４、２５Ｍｂｐｓノード間インタフェースユニット（２５ＭＮＵ）１６、三者会議
ユニット（ＣＮＦＵ）１７、音声通話タイプ変換ユニット（ＶＴＵ）１８などを有するこ
とができる。
【００３０】
Ｍバス２は、ＭＢＵ１２に接続された下りバスと上りバスから構成され、複数の分岐装置
３がシリーズに接続される。下りバスは、終端に設けた折返部２１で折り返されて上りバ
スとされている。
Ｍバス２は、マルチモード光ファイバ（以下、ＭＭＦという）または１００Ωの銅線ケー
ブル（以下、ＵＴＰという）を用いて１５５ＭｂｐｓのＡＴＭバスとして構成される。
ＭＢＵ１２から最遠端にある分岐装置３－ｎでは、Ｍバス２の下りバスと上りバスは、折
返部２１によってＵ字接続されている。ＭＢＵ１２から下りバスに送出されたセルは、折
返部２１で折り返されて上りバスに乗ってＭＢＵ１２へ戻ってくる。
【００３１】
分岐装置３は、ＭＭＦからなるＭバス２の下りバスと上りバスに接続され、下りバスで受
信したＡＴＭセルを下流に中継する機能と、上りバスで受信したＡＴＭセルを上流に中継
する機能と、下りバスで受信した自己宛のＡＴＭセルを取り込む機能と、端末装置からの
データを空きセルに乗せて送り出す機能を有している。
また、分岐装置３は、シグナリングによる該当ユーザセルのＶＰＩ／ＶＣＩの取得および
管理機能、該当ユーザセルのＧＦＣ制御機能、Ｍバスおよび端末インタフェースポートの
障害監視機能を有している。
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さらに、分岐装置３は、１５５Ｍｂｐｓ端末インタフェースポートを有するか、２５Ｍｂ
ｐｓ端末インタフェースポートを複数有している。
各分岐装置３には、２５ＭｂｐｓのＡＴＭボタン電話機（ＡＴＭ－ＫＴ）５１、２５Ｍｂ
ｐｓのＡＴＭ標準端末装置５５、１５５ＭｂｐｓのＡＴＭ標準端末装置５２、Ｑ２９３１
をサポートする汎用ＡＴＭ端末装置等が収容される。
分岐装置３は、最大１４台がシリーズに接続される。
【００３２】
分岐装置３は、１５５Ｍｂｐｓの端末インタフェースポートを有する分岐装置１５５Ｍと
２５Ｍｂｐｓの端末インタフェースポートを有する分岐装置２５Ｍとがある。
分岐装置１５５Ｍは、ＭＢＵ１２が提供するＭバス２に１５５ＭｂｐｓＡＴＭ端末装置を
１ポート接続するための分岐装置である。
分岐装置２５Ｍは、ＭＢＵ１２が提供するＭバス２に２５ＭｂｐｓのＡＴＭボタン電話機
またはＡＴＭ標準端末装置を１ポート接続する分岐装置である。
分岐装置１５５Ｍと分岐装置２５Ｍは、一つのＭバス上に混在して最大１４台まで収容す
ることができる。
【００３３】
分岐装置１５５Ｍのブロック構成を図２を用いて説明する。
分岐装置３は、Ｍバス２および１５５ＭｂｐｓＡＴＭ端末に接続される３台の光／電気変
換用インタフェース３０と、３台の１５５ＭｂｐｓＡＴＭ　ＵＮＩ　ＬＳＩ３１－１，３
１－２，３１－３と、セル分岐挿入制御部を構成するプログラマブルゲートアレイ（Ｐｒ
ｏｇｒａｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ，以下、ＰＬＤという）３２と、ＰＬＤ
制御用ＲＯＭ３３と、Ｆ－ＲＯＭ３４と、ＲＡＭ３５と、ＣＰＵ３６と、ＬＥＤ表示部３
７と、ＡＣ／ＤＣコンバータ３８と、リセット回路３９とを有して構成される。
光／電気変換用インタフェース３０は、Ｍバス２がＵＴＰで構成されるときには、パルス
トランスで構成される。
【００３４】
分岐装置２５Ｍのブロック構成を図３を用いて説明する。
分岐装置３は、Ｍバス２に接続される２台の光／電気変換用インタフェース３０と、２台
の１５５ＭｂｐｓＡＴＭ　ＵＮＩ　ＬＳＩ３１－１，３１－２と、１台の２５ＭｂｐｓＡ
ＴＭ　ＵＮＩ　ＬＳＩ３１－３と、ＰＬＤ３２と、ＰＬＤ制御用ＲＯＭ３３と、Ｆ－ＲＯ
Ｍ３４と、ＲＡＭ３５と、ＣＰＵ３６と、ＬＥＤ表示部３７と、ＡＣ／ＤＣコンバータ３
８と、リセット回路３９と、２５ＭｂｐｓＡＴＭ端末に接続されるパルストランス３０Ｐ
Ｔとを有して構成される。
光／電気変換用インタフェース３０は、Ｍバス２がＵＴＰで構成されるときには、パルス
トランスで構成される。
【００３５】
Ｍバスインタフェースユニット（ＭＢＵ）１２の、構成を図４のブロック図を用いて説明
する。
ＭＢＵ１２は、２台のＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣ変換手段（ＡＴＣ）１２０と、ＰＬＤ１２１と
、１５５ＭｂｐｓＡＴＭ　ＵＮＩ　ＬＳＩ１２２と、光／電気変換用インタフェース１２
３と、Ｆ－ＲＯＭ１２４と、Ｓ－ＲＡＭ１２５と、ＣＰＵ１２６と、ＬＥＤ表示部１２７
と、ＰＬＬ回路１２８とを有して構成される。
【００３６】
ＰＬＤ１２１は、タグ削除部１２１１と、２台のＭ－ＧＦＣ制御部１２１２，と、２台の
ＡＡＬ５処理部１２１３と、リセット回路１２１４と、ＯＡＭ回路１２１５と、タグ挿入
部１２１６とを有して構成される。
【００３７】
ＡＴＭセルのＧＦＣ（４ｂｉｔ）は、ＮＮＩ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｎｏｄｅ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）には規定がなくエンド・エンド（Ｅｎｄ－ｔｏ－Ｅｎｄ）の機能としては使用さ
れず、ＵＮＩの部分にのみ使用されるフィールドである。
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本発明のＭバス２では、複数の分岐装置３をシリーズ接続し、分岐装置間（Ｍバス区間）
でのみ、ＡＴＭセルのヘッダのＧＦＣの４ｂｉｔに各分岐装置の識別番号（以下、ＩＤと
いう）を搭載し、ＧＦＣに搭載したＩＤでルーティングを行う。
【００３８】
ＡＴＭ－Ｍバス方式における、ＧＦＣ制御プロトコルを本明細書ではＭ－ＧＦＣ制御プロ
トコルと定義する。
Ｍ－ＧＦＣ制御プロトコルは、ＭＢＵ１２と分岐装置３のハードウエア（一部ソフト介在
）で実現するバス制御プロトコルである。Ｍ－ＧＦＣフロー制御を実現する上での前提条
件を以下に示す。
ＭＢＵ１２から送信するバスを下りバス、最遠端の分岐装置３－ｎで折り返されてＭＢＵ
１２へ向かうバスを上りバスという。
各分岐装置３の識別子ＩＤは、後述するＭＢＵ１２からの識別子自動割当て処理によって
決定される。
分岐装置３によるバス上のＡＴＭセルの送信および受信は、受信セルは下りバスからのみ
取り込み、送信セルは下りバスまたは上りバス上のどちらの空きセルにもセットすること
ができる。ただし、送信は、上りバスへの送出を優先とする。
【００３９】
Ｍバスで管理されるセル種別は、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣにより定義される。その定義の内容
を表１に示す。
【００４０】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４１】
表１に示すように、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“０／０／０”とされたＡＴＭセルは、空きセ
ルであり、ペイロードは全て“６Ａｈ”の繰返しとなる。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“０／ＶＰＩ／ＶＣＩ”とされたセルは、分岐装置からのＳＯＳセ
ルであり、データセルのＧＦＣを“０”にして作られる。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／０／０”とされたセルは、ＩＤによって分岐装置が指定さ
れた予約空きセルであり、ＭＢＵから下りバスに送出される。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／ＶＰＩ／ＶＣＩ”とされたセルは、ＩＤによって分岐装置
が指定された送信または受信データセルである。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／ＶＰＩ／ＶＣＩ”とされたセルは、マルチバスインタフェ
ースユニットＭＢＵと分岐装置間の制御セルであり、制御専用のＶＰＩ／ＶＣＩ値が用い
られる。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“１５／ＶＰＩ／ＶＣＩ”とされたセルは、分岐装置からのマルチ

10

20

30

40

50

(9) JP 3580404 B2 2004.10.20



キャスト用送信および受信データセルである。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／０／５”とされたセルは、ＩＤによって分岐装置が指定さ
れた送信および受信ポイント－ポイントシグナリングセルである。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／ＶＰＩ／３”とされたセルは、障害時の専用セルで、ＩＤ
によって分岐装置が指定された送信または受信ポイント－ポイント対応ＶＰ用ＯＡＭセル
であり、セグメントに対応している。
ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが“ＩＤ／ＶＰＩ／４”とされたセルは、障害時の専用セルで、ＩＤ
によって分岐装置が指定された送信または受信ポイント－ポイント対応ＶＰ用ＯＡＭセル
であり、エンド－エンドに対応している。
【００４２】
ＭＢＵ－ＡＴＭスイッチ間および分岐装置－端末装置間を流れるセルのＧＦＣは“０”で
構成される。
【００４３】
次いで、ＭＢＵプロトコルについて説明する。
ＭＢＵ１２には、上りルーティングテーブルおよび下りルーティングテーブルからなる変
換テーブルが形成される。上りルーティングテーブルは、バス上の通信中の呼のＧＦＣ（
ＩＤ）／ＶＰ／ＶＣをＡＴＭスイッチ管理用ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣに相互に変換するテーブ
ルである。下りルーティングテーブルは、ＡＴＭスイッチ管理用ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣをバ
ス上の通信中の呼のＧＦＣ（ＩＤ）／ＶＰ／ＶＣに相互変換するテーブルである。
これらのルーティングテーブルは、Ｍバス上の最大コネクション数で、ＣＣＵによって決
定されたデータを基に管理される。
これらのルーティングテーブルは、ＡＴＭスイッチ交換用のスイッチングタグの挿抜も行
う。
【００４４】
ＡＴＣ１２０におけるルーティングテーブルを用いた基本的な変換法則および変換方法を
表２および図５を用いて説明する。
表２（Ａ）は、シグナリングセルおよびＯＡＭセル用の共用チャネル上の変換であり、表
２（Ｂ）は、ユーザセル用のユーザチャネル上の変換であり、表２（Ｃ）は、マルチキャ
ストセル用のユーザチャネル上の変換である。
【００４５】
【表２】
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【００４６】
シグナリングセルおよびＯＡＭセルを対象とした共用チャネルでは、上り方向では、ＧＦ
Ｃ／ＶＰ／ＶＣについて、Ｍバス上のセルの“ＩＤ番号／０（固定）／ＶＣＩ”を、ＭＢ
Ｕ－ＡＴＭスイッチ間のセルの“０（固定）／ＶＰＩ（ＣＣＵ管理用）／ＶＣＩ（ＣＣＵ
管理用）”に変換する。一方、下りセルでは、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣについて、ＡＴＭスイ
ッチ－ＭＢＵ間のセルの“０（固定）／ＶＰＩ（ＣＣＵ管理用）／ＶＣＩ（ＣＣＵ管理用
）”をＭバス上のセルの“ＩＤ番号／０（固定）／ＶＣＩ”に変換する。
【００４７】
ユーザセルを対象としたユーザチャネルでは、上り方向では、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣについ
て、Ｍバス上のセルの“ＩＤ番号／ＶＰＩ／ＶＣＩ”を、ＭＢＵ－ＡＴＭスイッチ間のセ
ルの“０（固定）／ＶＰＩ（ＣＣＵ管理用）／ＶＣＩ（ＣＣＵ管理用）”に変換する。一
方、下りセルでは、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣについて、ＡＴＭスイッチ－ＭＢＵ間のセルの“
０（固定）／ＶＰＩ（ＣＣＵ管理用）／ＶＣＩ（ＣＣＵ管理用）”をＭバス上のセルの“
ＩＤ番号／ＶＰＩ／ＶＣＩ”に変換する。
【００４８】
マルチキャスト用セルを対象としたユーザチャネルでは、上り方向では、なんら変換作業
を行わず、下りセルでは、ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣについて、ＡＴＭスイッチ－ＭＢＵ間のセ
ルの“０（固定）／ＶＰＩ（ＣＣＵ管理用）／ＶＣＩ（ＣＣＵ管理用）”をＭバス上のセ
ルの“１５／ＶＰＩ／ＶＣＩ”に変換する。
【００４９】
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ＭＢＵ１２に設けたＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣ変換手段（ＡＴＣ）１２０の働きを、図５を用い
て説明する。ここでは、上りバスから入力された５３バイトのＡＴＭセルをＡＴＭスイッ
チ１１へ向けて送出する５６バイトのＡＴＭセルに変換するＡＴＣ１２０－２を例にして
いる。
ＡＴＣ１２０－２では、Ｍバスから入力された５３バイトのＡＴＭセルから、ＧＦＣ／Ｖ
Ｐ／ＶＣを読み出すとともにスイッチングタグスペースを挿入し、変換テーブル＃２　１
２０２を参照して得た出力セル用のＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣ／スイッチングタグを入力セルに
セットして５６バイトの出力セルとしてＡＴＭスイッチ１１へ向けて送出する。
ＡＴＣ１２０－１における、ＡＴＭスイッチ１１からの５６バイトのＡＴＭセルを５３バ
イトのＡＴＭセルとしてＭバス２へ送出するＡＴＭセルに変換する動作は、上記とほぼ同
様に行われる。
【００５０】
以下、ＭＢＵプロトコルについて、図６を用いて、説明する。ＭＢＵ１２は、下りルーテ
ィングテーブル（ＡＴＣ＃１）１２０１と、上りルーティングテーブル（ＡＴＣ＃２）１
２０２と、タグスペース削除機能１２１１と、ＧＦＣ制御機能１２１２と、タグスペース
挿入機能１２１６とを有している。
【００５１】
ＭＢＵ１２では、ＡＴＭスイッチ１１から受信する５６バイトのＡＴＭセルは、下りルー
ティングテーブル（ＡＴＣ＃１）１２０１を参照して前述のＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣが変換さ
れ、次いで、タグスペース削除機能１２１１によってスイッチングタグスペースが削除さ
れて、５３バイトのＡＴＭセルとして下りバスに送出される。
【００５２】
ＭＢＵ１２では、分岐装置３から上りバスで受信される５３バイトのＡＴＭセルは、タグ
スペース挿入機能１２１６によってスイッチングタグスペースが付けられて、上りルーテ
ィングテーブル（ＡＴＣ＃２）１２０２を参照してＡＴＭスイッチ交換用ＧＦＣ／ＶＰ／
ＶＣに変換されるとともに、スイッチングタグが付加され、５６バイトの交換用ＡＴＭセ
ルとしてＡＴＭスイッチ１１に送出される。
【００５３】
ＭＢＵ１２では、分岐装置３からのＳＯＳセル（ＧＦＣ＝０）を上りバスで受けとった場
合は、ＶＰ／ＶＣ値から分岐装置のＩＤすなわちＧＦＣを検索し、下りバスヘの空きセル
のＧＦＣにその分岐装置３のＩＤをセットし、分岐装置を指定した「予約セル」として送
出する。このＳＯＳセルは、端末装置からの受信バッファサイズ、最大遅延保証、バース
ト性の抑圧などの目的に使用される。ＳＯＳセルに対する処理の説明は、後述する分岐装
置３のプロトコルに関する説明で詳細に行う。
【００５４】
ＭＢＵ１２では、バースト性のあるトラヒックに対処するため、下りバスに送出したＡＴ
Ｍセルの送信ＩＤをＦＩＦＯメモリに複数、例えば４２セル分記憶する。同時に上りバス
から受信したＡＴＭセルの受信ＩＤを１セル分記憶し、受信ＩＤと前記ＦＩＦＯの送信Ｉ
Ｄを比較する構成を備える。この構成は、以下のハード論理を構成する。
【００５５】
等速トラヒックへの対応
受信ＩＤと送信ＩＤが一致すれば、送受信とも等速なトラヒックが流れていることになる
ので特に何もせず通信を継続させ、送信ＩＤ／受信ＩＤをクリヤするだけとする。
【００５６】
下りバースト性非対称トラヒックヘの対応
下りバスへの送信ＩＤは記録されているが上りバスの受信ＩＤが記録されない場合は、分
岐装置に収容された端末装置へのダウンロード系のデータすなわち下りバーストであるの
で、そのまま通信を継続させ特に何もしない。
【００５７】
上りバースト性非対称トラヒックヘの対応
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上りバスの受信ＩＤは記録されているが、下りバスヘの送信ＩＤが記録されない場合は、
分岐装置に収容された端末装置からバースト性のトラヒックが発生したことになるので、
分岐装置を指定した「予約空きセル」を下りバスに新規に割当てる。
【００５８】
以上により、端末装置の対称トラヒックまたは非対称トラヒックのどちらに対してもダイ
ナミックな対応が可能となる。
【００５９】
（分岐装置プロトコル）
以下、分岐装置プロトコルについて説明する。
分岐装置３には、上流ノードから受信するＡＴＭセルを再生して下流ノードに送出する中
継機能と、下りバスおよび／または上りバスを流れるＡＴＭセルのＩＤすなわちＧＦＣを
監視して自分宛てＡＴＭセルを取り込む機能と、自己に収容した端末装置との間でのデー
タ送受用の送信バッファおよび受信バッファを設ける。
【００６０】
分岐装置３のハードウエアの動作態様を図７を用いて説明する。
上流ノード下りバスの受信バッファにＡＴＭセルを受信すると（Ｓ１）、受信セルが空き
セルか否かを判定する（Ｓ２）。空きセルでないときには、ＧＦＣを参照して、マルチキ
ャストセルであるか否かを判定し（Ｓ３）、マルチキャストセルでないときには、自己当
てのＩＤセルであるか否かを判定する（Ｓ４）。
自己当てのＩＤセルであるときには、ＧＦＣを“０”クリヤして（Ｓ５）、ＵＮＩフォー
マットに変換して端末装置宛て送信バッファに格納する（Ｓ６）とともに、受信したＡＴ
Ｍセルを空きセル（ＧＦＣ＝０、ＶＰ＝０、ＶＣ＝０に変更）に変換し（Ｓ７）、下流ノ
ードへ送出する。
【００６１】
ステップＳ３の判定で、受信セルがマルチキャストセルであるとき（ＧＦＣ＝１５）には
、受信セルをコピーして（Ｓ８）、ステップＳ５に移行するとともに、受信セルをそのま
ま中継し（Ｓ９）、下りバスに送出して（Ｓ１０）、下流ノードに中継する。
【００６２】
ステップＳ２の判定で、受信したＡＴＭセルが空きセルであるときには、分岐装置からの
送信データの有無を判断した（Ｓ１１）結果、送信データが無い場合は、取り込んだＡＴ
Ｍセル分を空きセル（ＧＦＣ＝０、ＶＰ＝０、ＶＣ＝０に変更）に変換して下流ノードに
送出する（Ｓ１０）。
【００６３】
一方、分岐装置３に収容された端末装置から端末受信バッファに送信データが送られてき
たとき（Ｓ１２）には、受信バッファに格納された送信データの数が例えば“３”よりも
大きいか否かを判定し（Ｓ１３）、大きい場合には、ＧＦＣを“０”に設定し（Ｓ１４）
、このＧＦＣ（＝０）とＶＰＩ／ＶＣＩを空きセルに乗せてＳＯＳセルとして、ＭＢＵ１
２に送出する。
【００６４】
分岐装置３には、端末装置からの１０セル分の送信データを受けることができる受信バッ
ファを設けておき、該受信バッファに受けた送信データ（ＡＴＭセル）のカウント数があ
る値“３”に達した場合にのみ、ＳＯＳセルを１回送信して受信バッファカウント値を減
算して“２”にする。このＳＯＳセルを送信することによって、前述したＭＢＵ１２で強
制的に分岐装置を指定した「予約空きセル」が生成され、分岐装置の端末受信バッファの
積帯が解消される。
なお、ＳＯＳセル方式を使用しない場合は、１８セル分以上のデータを格納するバッファ
を設けることが必要となる。
【００６５】
分岐装置３は、端末装置から送信データがあるか否かを監視し（Ｓ１５）、送信データが
あるときには、まず、上り空きセルがあるか否かを判定する（Ｓ１６）。上り空きセルが
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ない場合には、下り空きセルがあるか否かを監視し（Ｓ１７）、下り空きセルがあるとき
には、この空きセルに送信データとＧＦＣに自己のＩＤをセットして（Ｓ１８）、下りバ
スにＡＴＭセルを送出する（Ｓ１０）。
ステップＳ１６の監視で、上り空きセルがあるときには、この空きセルに送信データとＧ
ＦＣに自己のＩＤをセットして（Ｓ２５）、上りバスにＡＴＭセルを送出する（Ｓ２６）
。
【００６６】
下流ノードが生成した空きセルにも送信できるよう送信データは上りバスの空きセルにも
送出できるよう構成する。
上りバス受信バッファにＡＴＭセルを受信すると（Ｓ１９）、空きセルか否かを判定し（
Ｓ２０）、空きセルでないときには、ＧＦＣが“１５”か否か、すなわちマルチキャスト
セルか否かを判定し（Ｓ２１）、マルチキャストセルでないときには、受信したＡＴＭセ
ルをそのまま中継し（Ｓ２２）、上りバスにこのＡＴＭセルを送出する（Ｓ２６）。
ステップＳ２１の判定の結果、上りバスすなわち下流ノードから受信したＡＴＭセルがマ
ルチキャストセルであるときには、自己がＭＢＵ１２から最も遠い個所にある分岐装置で
あるので、直ちに空きセルを作成してマルチキャストセルを消滅させる（Ｓ２３）。
この処理に選れば、上りバスと下りバスの両方に空きがある場合は、上り空きセルを優先
して使用する。
【００６７】
（マルチキャスト）
以下、マルチキャストに付いて説明する。
ボタン電話システム特有の制御として、複数の端末装置に同一の情報を通知する同報用通
信形態（マルチキャスト）がある。Ｍバス上でのマルチキャストを可能とするためにマル
チキャスト用の専用セルであるマルチキャストセルのＧＦＣに“１５”を割り当て、分岐
装置およびＡＴＭボタン電話機を以下のように動作させる。
▲１▼　分岐装置は、下りバスで受信したＡＴＭセルＧＦＣを監視し、ＧＦＣが“１５”
のマルチキャストセルを無条件で取り込み、空きセル化せずそのまま下流に中継するよう
に構成する。
▲２▼　分岐装置のＣＰＵ３６は、取り込んだマルチキャストセルのＧＦＣを“０”クリ
ヤして、分岐装置の配下の端末装置全てにマルチキャストセルをコピーして送信する。
マルチキャストセルを送出する端末装置を選択するよう構成する場合は、分岐装置３に各
端末装置の全シグナリング情報が必要になりハード構成が増加することになる。
▲３▼　ＡＴＭボタン電話機は、別途シグナリングで指定された端末装置のみが取り込み
、他は廃棄するよう構成する。
▲４▼　マルチキャストセルを上りバスで受信した分岐装置は、このセルを上流ノードへ
中継する必要がないので、そのセルを廃棄してマルチキャストセルの循環を防止する。
【００６８】
（Ｍバスの保守運用）
次ぎに、Ｍバスの保守運用（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ，Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ：以下、ＯＡＭという）機能に付いて説明する。
ＯＡＭ機能は、ネットワーク管理機能における故障および性能管理手段として以下の５つ
に分類できると定義されている。
性能モニタ機能：時間的に連続または周期的な測定手段により性能をモニタする機能
欠陥および故障検出機能：時間的に連続または周期的な測定手段により性能の劣化を検出
する機能
システムプロテクション機能：故障した伝達部位を、閉塞しまたは切離しもしくは予備切
換え等により回復を行う機能
故障情報またはレポート情報転送機能：性能や故障情報を表示パラメータもしくは信号と
して他の管理部位に通知する機能
故障点の特定機能：故障部位を特定するために特別の試験方法等で特定する機能
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【００６９】
Ｍバスは、最遠端の分岐装置で折り返された往復するバスに複数の分岐装置をシリーズ接
続する形態であることから、途中でバスが分断された場合、Ｍバス全体に障害が波及する
おそれがある。可能な限りＭバスを有効とするために、本発明では、上記欠陥および故障
検出機能、およびシステムプロテクション機能を達成するよう、以下のＯＡＭ処理フロー
を導入する。
【００７０】
このＯＡＭ処理フローは、以下の前提条件の下に実行される。
ＭＢＵからの分岐装置の接続順序は、ＩＤの若番（近端）から老番（遠端）に並んでいる
。
障害が発生した場合、障害を認識した分岐装置において内部ループバック（Ｕ接続）回路
が作られる。
ＣＣＵは、Ｍバス上の分岐装置の接続階梯を管理するテーブル（ＭＢＵから分岐装置の接
続順序が記述されたテーブル）を持ち、該当分岐装置からのループバック通知により切り
離なされた下流の分岐装置に収容の“呼”の管理（切断および通知等）が行われる。
ＭバスのＯＡＭフローは、Ｍバス上でのみ適用され（ＭＢＵで終端）、端末装置から送出
されるＦ５－ＯＡＭセルのみ透過的に相手端末装置に届ける。
【００７１】
ＯＡＭセルの構造を図８に示す。
ＯＡＭセルは、ＧＦＣフィールド、ＶＰＩフィールド、ＶＣＩフィールド、ＰＴフィール
ド、ＣＬＰフィールド、ＨＥＣフィールド、ＯＡＭ種別フィールド、ＯＡＭ機能種別フィ
ールド、機能特有フィールド、将来使用予備フィールド、誤り検出符号フィールドが設け
られる。
ＧＦＣフィールドには、分岐装置のＩＤ番号が記述される。ルーティングフィールドであ
る、ＶＰＩフィールドは任意に設定され、ＶＣＩフィールドには、“０００３Ｈ”または
“０００４Ｈ”が設定される。ＰＴフィールドには、“０００”が設定され、ＣＬＰフィ
ールドには“０”が、ＯＡＭ種別フィールドには故障管理を表す“０００１”が設定され
る。
ＯＡＭ機能種別フィールドには、警報表示信号（ＡＩＳ）の場合には“００００”が、遠
端受信故障（ＦＥＲＦ）の場合には“０００１”が、ループバック通知（ＬＢＡ）の場合
には“１０００”が設定される。
【００７２】
ＯＡＭ機能種別フィールドに記述される保守信号に付いて説明する。Ｍバス上の保守信号
として以下のセグメントＯＡＭセルを使用する。
ＦＥＲＦ（Ｆａｒ　Ｅｎｄ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｆａｉｌｕｒｅ）信号は、主信号の受信側
で故障またはＡＩＳを検出したことを、送信側の終端点に通知するための信号である。
ＡＩＳ（Ａｌａｒｍ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）は、伝送路での故障発生時
に、故障が発生したことを下流に通知するための信号である。
ＬＢＡ（Ｌｏｏｐ　Ｂａｃｋ　Ａｃｔｉｖｅ）は、ループバックを行った分岐装置からＭ
ＢＵ（ＣＣＵ）に知らせるための信号である。
【００７３】
以下、ＭＢＵ１２と、分岐装置３－（ｎ－１）、分岐装置３－（ｎ）、分岐装置３－（ｎ
＋１）からなるＭバス方式において発生する各障害に対するＯＡＭ処理を、図９および表
３を用いて説明する。
ａ点で障害が発生した場合
▲１▼　分岐装置３－（ｎ）の下りバス受信端でＬＯＳ（入力信号断）またはＬＯＦ（フ
レーム同期はずれ）が検出されると、分岐装置３－（ｎ）は、上位ノード送信端（分岐装
置３－（ｎ－１））にＦ３－ＦＥＲＦを送信し、自己のＩＤを“０”クリアし、下流には
マルチキャストセルのＩＤリセット要求を送出し、同時に下流にはＦ３－ＡＩＳを送出し
、同時に分岐装置３－（ｎ）で管理中のＶＰ／ＶＣをクリヤする。
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【００７４】
２．　Ｆ３－ＦＥＲＦを受信した は、下流を切離すためループバ
ックを行い、ＭＢＵ１２へはセグメントＯＡＭセルＦ４－ＬＢＡ（機能タイプ“１０００
”）でループバックしたことを通知（ループバックポイント“ｎ－１”）する。Ｆ４－Ｌ
ＢＡは、１回／秒の間隔で送信する。なお、下流の分岐装置宛て（ＧＦＣが自己ＩＤより
大きい）セルは、ループバックした受信端で全て廃棄する構成とする。
ＭＢＵ１２は、制御セルで分岐装置３－（ｎ－１）より下流の端末装置の使用不可情報（
レイヤ１非活性）をＣＣＵ１９に上げる。またＭＢＵ１２で管理している使用不可能とな
った分岐装置のＶＰ／ＶＣテーブルをクリヤする。
【００７５】
▲３▼　ＣＣＵ１９は、分岐装置３－（ｎ－１）より下流の分岐装置で使用中の全てのＶ
Ｐ／ＶＣをクリヤし、ＶＰ／ＶＣ対応の通信相手端末装置にエンド・エンドＯＡＭセルＦ
４－ＦＥＲＦ（機能タイプ“０００１”）で通知する。
【００７６】
▲４▼　ＩＤリセット要求を受信した下流の分岐装置は、自己のＩＤをクリアし、管理下
のＶＰ／ＶＣもクリアする。さらに、ＭＢＵに対しては定期的にＩＤ要求を送信し続ける
。
【００７７】
▲５▼　ループバック解除は、分岐装置３－（ｎ）のＬＯＳ／ＬＯＦ回復により分岐装置
３－（ｎ－１）でＦ３－ＦＥＲＦ受信が解除されたことによってル－プッバックを解除し
、ＭＢＵ１２へのセグメントＯＡＭセルＦ４－ＬＢＡの送信（１回／秒）を停止する。Ｍ
ＢＵ１２は、Ｆ４－ＬＢＡが２．５±０．５秒間未受信となったとき、ＣＣＵに制御セル
でＭバス障害回復を通知をする。
【００７８】
ｂ点で障害が発生した場合
▲１▼　分岐装置３－（ｎ）の上りバス受信端でＬＯＳ（入力信号断）またはＬＯＦ（フ
レーム同期はずれ）が検出されると、分岐装置３－（ｎ＋１）にＦ３－ＡＩＳが送出され
る。
▲２▼　分岐装置３－（ｎ）は、下流を切離すためループバックを行い、ＭＢＵ１２へは
セグメントＯＡＭセルＦ４－ＬＢＡ（機能タイプ“１０００”）でループバックしたこと
を通知する。Ｆ４－ＬＢＡは１回／秒の間隔で送信する。
▲３▼　以後ａ点における障害発生時の▲１▼～▲５▼と同様の動作となる。
【００７９】
ａ点およびｃ点で同時に障害が発生した場合
分岐装置３－（ｎ）はａ点での障害発生時と同様の動作を行い、分岐装置３－（ｎ－１）
はｂ点での障害発生時と同様の動作となる。
【００８０】
分岐装置３－（ｎ－１）が最上位であるときにｄ点で障害が発生した場合
▲１▼　分岐装置３－（ｎ－１）の下りバス受信端でＬＯＳ／ＬＯＦが検出され、上位送
信端であるＭＢＵ１２にＦ３－ＦＥＲＦが送出される。分岐装置３－（ｎ）は、自己のＩ
Ｄを“０”クリアし、下流にはマルチキャストセルのＩＤリセット要求を送出し、同時に
、分岐装置３－（ｎ－１）で管理中のＶＰ／ＶＣをクリヤする。
▲２▼　Ｆ３－ＦＥＲＦを受信したＭＢＵ１２は、ループバックは行わないがＣＣＵ１９
へは制御セルでループバックしたと等価の情報を通知する。（ループバックポイント“０
”）
▲３▼　以降、ａ点での障害発生時の▲３▼～▲５▼と同様の動作を行う。
【００８１】
ｅ点で障害が発生した場合
▲１▼　ＭＢＵ１２の上りバス受信端でＬＯＳ／ＬＯＦが検出され、分岐装置３－（ｎ－
１）にはＦ３－ＡＩＳで知らせ、ＣＣＵへは制御セルでループバックしたと等価の情報を
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通知する。（ループバックポイント“０”）
▲２▼　以降ａ点での障害発生時の▲１▼～▲５▼と同様の動作を行う。
【００８２】
ｄ点およびｅ点で同時に障害が発生した場合
分岐装置３－（ｎ－１）はｄ点で障害が発生した場合と同様の動作を行い、ＭＢＵ１２は
ｅ点で障害が発生した場合と同様の動作となる。
【００８３】
ｆ点で障害が発生した場合
▲１▼　分岐装置３－（ｎ）の端末側受信端でエラーが検出された場合、Ｆ４－ＦＥＲＦ
で端末装置に知らせ（Ｆ３－ＡＩＳは使用しない）、セグメントＯＡＭセルＦ４－ＦＥＲ
Ｆ（機能タイプ“０００１”）でＭＢＵ１２に知らせる。Ｆ４－ＦＥＲＦは、１回／１秒
の間隔で送信する。
ＭＢＵ１２は、制御セルでＣＣＵ１９へ分岐装置３－（ｎ）の端末装置の使用不可能を上
げる。
▲２▼　ＣＣＵ１９は、分岐装置３－（ｎ）で使用中の全てのＶＰ／ＶＣをクリヤし、Ｖ
Ｐ／ＶＣ対応の通信相手端末装置にエンド・エンドＯＡＭセルＦ５－ＦＥＲＦ（機能タイ
プ“０００１”）で通知する。
▲３▼　エラー状態が回復すると、分岐装置３－（ｎ）のＦ４－ＦＥＲＦの定期的送信が
停止され、ＣＣＵ１９は、Ｆ４－ＬＢＡが２．５±０．５秒間未受信となったとき自動的
に解除する。
【００８４】
ｇ点で障害が発生した場合
ｇ点で障害が発生すると、端末装置からＦ４－ＦＥＲＦが１回／１秒の間隔で送信され、
ＭＢＵ１２経由でＣＣＵ１９に通知されてｆ点での障害発生時の▲２▼、▲３▼と同様の
動作となる。
【００８５】
（ＡＴＭセルのＭバス内での循環防止）
以下、ＡＴＭセルのＭバス内での循環防止について説明する。
▲１▼　マルチキャストセルの処理
上りバスでＧＦＣが固定値（ＧＦＣ＝１５）の専用のチャネル（ＶＰ／ＶＣ）を利用する
専用セルであるマルチキャストセルを検出した分岐装置が、このマルチキャストセルを廃
棄するよう構成してマルチキャストセルの循環を防止する。
▲２▼　ループバック中の分岐装置の動作
ループバック中の分岐装置は、自己ＩＤより大きいＩＤ（ＧＦＣ）のセルを上りバスで受
信した場合は全て廃棄するよう構成して、ループバック点から下流への不要なセルの循環
を防止する。
【００８６】
（Ｍバス上で使用するコマンド）
ここで、表３を用いて、本発明に用いるコマンドとＧＦＣの値およびその機能を説明する
。
【００８７】
【表３】
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【００８８】
ＩＤ割当確認通知は、ＭＢＵ１２から分岐装置に送られるＧＦＣが“１５”に設定された
コマンドである。ＩＤ割当確認通知は、ＩＤ割当開始を通知するコマンドであり、このコ
マンドを受けた分岐装置は、ＩＤ要求の送出を停止する。
【００８９】
ＩＤリセット要求は、上位の分岐装置から下位の分岐装置に送られるＧＦＣが“１５”に
設定されたコマンドである。ＩＤリセット要求は、ＩＤ自動割当手順に対応するために分
岐装置が所有しているＩＤを消去し、端末側レイヤ１を非活性化する指示を与える機能を
有している。
【００９０】
ＩＤ割当確認要求は、ＭＢＵ１２から分岐装置に送られるＧＦＣに“ＩＤ”を設定したコ
マンドで、分岐装置のＩＤ割当状況を確認する機能を有している。ＩＤ割当確認要求を受
信した分岐装置は、受信したコマンドに設定されたＩＤと自己のＩＤを比較し両者が一致
したときにＩＤ割当確認応答を出力する。
【００９１】
ＩＤ割当確認応答は、分岐装置からＭＢＵ１２に送られるＧＦＣに“ＩＤ”を設定したコ
マンドで、分岐装置のＩＤ設定済みを通知する機能を有している。
【００９２】
ＩＤ割当要求は、ＭＢＵ１２から分岐装置に送られるＧＦＣが“０”に設定されたコマン
ドで、設定するＩＤをパラメータで指示する機能を有している。ＩＤが既に設定されてい
る分岐装置は、このコマンドをそのまま下位側に中継する。ＩＤが設定されていない（Ｉ
Ｄ＝０）の分岐装置はこのコマンドを受信するとパラメータで指示されたＩＤを自己のＩ
Ｄに設定してこのコマンドを搭載したセルを空きセルとして下位側に送出する。ＩＤを設
定した分岐装置は、ＩＤ割当応答をＭＢＵ１２へ送出する。
【００９３】
ＩＤ割当応答は、分岐装置からＭＢＵ１２に送られるＧＦＣに“ＩＤ”を搭載したコマン
ドで、ＩＤの設定の完了を通知する機能を有している。
【００９４】
ＩＤ割当終了通知は、ＭＢＵ１２から分岐装置に送られるＧＦＣに“１５”を搭載したコ
マンドで、ＩＤの自動割当てを終了し、全ての分岐装置にレイヤ１の活性化を指示する機
能を有している。
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【００９５】
ＩＤ割当終了応答は、分岐装置からＭＢＵ１２に送られるＧＦＣに“ＩＤ”を搭載したコ
マンドで、ＩＤの割当終了通知に対する応答コマンドである。
【００９６】
ＩＤ要求は、分岐装置からＭＢＵ１２に送られるＧＦＣに“０”を搭載したコマンドで、
ＩＤの自動割当手順の実行を依頼する機能を有している。
【００９７】
これらのコマンドでＧＦＣが同一のコマンドは、セルのペイロードのデータでコマンドを
区別する。
【００９８】
（分岐装置のＩＤ自動割当）
次ぎに、分岐装置のＩＤの自動割当てに付いて、表３および図１０を用いて説明する。
分岐装置３のＩＤ（ＧＦＣ）の自動割当てを可能とするため以下の前提条件で構成（ソフ
ト制御）する。
▲１▼　ＩＤ自動割当てを可能とするために、Ｍバス２上に表３に示すコマンドすなわち
システムに固有のセルを新設する。
▲２▼　分岐装置は、自己のＩＤが“０”の場合ＩＤ割当を受信するまでＩＤ要求を送出
し続ける。
▲３▼　分岐装置は、パワーオンイニシャル時に自己ＩＤを“０”にして立ち上がる。
【００９９】
図１０は、ＭＢＵ１２にＭバス２を介して２台の分岐装置３－１，３－２が直列に接続さ
れたＭバスシステムの例を示している。
分岐装置３－１の電源が投入されると、分岐装置３－１はＭＢＵ１２に対してＩＤ要求を
送出する。
同様に分岐装置３－２の電源が投入されると、分岐装置３－２はＭＢＵ１２に対してＩＤ
要求を送出する。このＩＤ要求は分岐装置３－１を中継されてＭＢＵ１２へ通知される。
パワーオン・イニシャル後、ＭＢＵ１２はマルチキャストセルであるＩＤ自動割当確認通
知を全ての分岐装置宛てに送信する。各分岐装置は、ＩＤ自動割当確認通知を取り込み、
ＩＤ要求の定期的送信を停止する。
【０１００】
ＭＢＵ１２は、ＩＤ設定状態を調査するため、まずＩＤ＝１の分岐装置が存在するか否か
のＩＤ割当確認要求（ＧＦＣ＝１）を送信する。
全ての分岐装置のＩＤは“０”ため、上記ＩＤ割当確認要求（ＧＦＣ＝１）は、Ｍバス２
上を折り返してＭＢＵ１２に戻ってくる。
ＭＢＵ１２は、ＩＤ＝１が非割当てであることを確認したので、ＩＤ＝１から割当てを開
始する。
【０１０１】
ＭＢＵ１２は、分岐装置に対してＧＦＣ＝０のパラメータでＩＤ（＝１）を指示したＩＤ
割当要求を送信する。
ＩＤ割当要求を受信したＩＤ未設定の最上位の分岐装置３－１は、自己のＩＤを“１”に
セットし、該コマンドを搭載したセルを空きセルとして下位に流すとともに、ＧＦＣに自
己のＩＤを設定したＩＤ割当応答をＭＢＵ１２に通知する。
【０１０２】
ＭＢＵ１２は、分岐装置３－１のＩＤ設定が終了したことを確認すると、次のＩＤ設定に
移行し、同様にＧＦＣ＝０のパラメータにＩＤ（＝２）を設定したＩＤ割当要求を送信す
る。
既にＩＤ＝１を設定した最上位の分岐装置３－１は、ＩＤ割当要求を無視し、このコマン
ドを下流ノードに流す。２番目の分岐装置３－２はこのコマンドを取り込み、自己のＩＤ
を“２”に設定し、ＧＦＣに自己のＩＤを設定したＩＤ割当応答をＭＢＵ１２に通知する
。
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【０１０３】
ＭＢＵ１２は、分岐装置３－２のＩＤ設定が終了したことを確認すると、次のＩＤ設定に
移行し、同様にＧＦＣ＝０のパラメータでＩＤ（＝３）を指示したＩＤ割当要求を送信す
る。
【０１０４】
Ｍバス上の全分岐装置のＩＤ割当てが終了しているときには、ＩＤ割当要求（ＩＤ＝３）
は分岐装置３－２の下流側で折り返され、上りバスからＭＢＵ１２で受信される。ＭＢＵ
１２は、上りバス上にＩＤ割当要求（ＩＤ＝３）を受信すると、ＩＤ自動割当終了を認識
し、マルチキャストセルであるＧＦＣ＝１５のＩＤ割当終了通知を送信する。
【０１０５】
ＩＤ割当終了通知を取り込んだ分岐装置３－１，３－２は、端末側のレイヤ１を活性化し
、端末ポートのレイヤ１状態（活性／非活性）をＩＤ割当終了応答としてＭＢＵ１２に送
信する。
ＭＢＵ１２は、Ｍバス上の全端末装置のレイヤ１状態をＣＣＵ１９に通知し、ＩＤ自動割
当手順を終了する。
【０１０６】
以上のように、分岐装置の番号（ＩＤ）を順次更新したＩＤ割当要求をＭバス上に送出し
て、Ｍバス上にシリーズに接続された分岐装置のＩＤを最上位の分岐装置から順次割り当
てていく。
【０１０７】
（ＩＤ再割当）
分岐装置の立上げに時間差があった場合もしくは分岐装置に障害が発生したときに、上位
の分岐装置でＭバスをループバックして上流側の分岐装置の通信を確保するようにしたＡ
ＴＭ－Ｍバスシステムにおいて、下位の分岐装置が再起動したり障害が復旧したときに上
位の分岐装置の通信を妨げることなく下位の分岐装置に再びＩＤを割り当てるＩＤ再割当
方法を図１１を用いて説明する。
【０１０８】
▲１▼　分岐装置３－２は、上流側の異常を監視し、上流側に障害を検出すると自己のＩ
Ｄを“０”にするとともに、下位の分岐装置に対してＧＦＣを“１５”に設定したマルチ
キャストセルであるＩＤリセット要求を送信する。
▲２▼　ＩＤリセット要求を受信した下位の分岐装置は、自己のＩＤをリセットして“０
”とするとともに、端末側レイヤ１を非活性にして分岐装置としての稼働を休止する。
▲３▼　障害が復旧したり分岐装置のプログラムが再起動されたときに、ＩＤが“０”の
分岐装置からＧＦＣを“０”に設置した、ＩＤ割当手順の実行を依頼するＩＤ要求がＭＢ
Ｕ１２に定期的に繰り返し送出される。
このような動作を行わせるために各分岐装置を、障害が発生した分岐装置がプログラムを
立ち上げたとき（障害が復旧したとき）にＩＤ＝０の各分岐装置がＩＤ要求を出す構成に
しておくことが必要である。
▲４▼　このＩＤ要求を受信したＭＢＵ１２は、全ての分岐装置に対してＧＦＣを“１５
”に設定したマルチキャストセルを用いて、ＩＤ割当てを開始する旨を意味するＩＤ割当
確認通知を送出する。
ＩＤ割当確認通知を受信した分岐装置は、ＩＤ要求の繰返し送出を停止する。▲５▼　次
いで、ＭＢＵ１２は、ＧＦＣにＩＤ＝１を設定したＩＤ割当状況を確認するＩＤ割当確認
要求を送出する。
自己のＩＤが設定済みの分岐装置（ＩＤ＝１）は、自己宛のＩＤ割当確認要求を受信する
と、ＧＦＣに自己のＩＤ＝１を設定したＩＤ設定済みを意味するＩＤ割当確認応答を送出
する。
▲６▼　ＩＤ割当確認応答（ＩＤ＝１）を受信したＭＢＵ１２は、ＩＤ＝１の割当てを確
認し、次いで、ＧＦＣにＩＤ＝２を設定したＩＤ割当状況を確認するＩＤ割当確認要求を
送出する。
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ＩＤ＝２を有する分岐装置が存在しない場合は、ＩＤ割当確認要求はＭバス上を折り返し
てＭＢＵ１２へ戻ってくる。
▲７▼　ＩＤ割当確認要求（ＩＤ＝２）を受信したＭＢＵ１２は、ＩＤ＝２が割り当てら
れていないことを確認すると、ＧＦＣを“０”に設定したセルを用いて、ＩＤ＝２である
ＩＤ割当要求を下りバス上に送出する。
▲８▼　ＩＤ割当要求を下りバス上に受信したＩＤを消去した分岐装置（（ＩＤ＝１の分
岐装置のすぐ下位にある）は、ＧＦＣ＝０が自己のＩＤ＝０と一致することでＩＤ割当要
求セルを取り込み自己のＩＤを“２”に設定し、ＧＦＣに自己のＩＤ＝２を設定した、Ｉ
Ｄ設定完了を通知するＩＤ割当応答をＭＢＵ１２へ送出する。
▲９▼　ＩＤ割当応答（ＩＤ＝２）を受信したＭＢＵ１２は、ＧＦＣにＩＤ＝３を設定し
たＩＤ割当状況を確認するＩＤ割当確認要求を送出し、次の分岐装置のＩＤ割当を実行す
る。
以下、同様の手順で下位の分岐装置に順次老番のＩＤを設定して全ての分岐装置にＩＤ番
号を割り当てる。
【０１０９】
このＩＤ再割当方法によれば、Ｍバスをループバックした分岐装置から上位の分岐装置は
、下位での障害発生時にも通信を実行することができる。
さらに、下位の障害が復旧したり下位の分岐装置のプログラムが立ち上げられたときにも
、上位の分岐装置に新たにＩＤを割り当てる必要がないので上位の分岐装置の通信などの
動作を阻害することなく、下位の全ての分岐装置にＩＤを再び割り当てることができる。
【０１１０】
【発明の効果】
本発明によれば、下りバスの終端が折り返されて上りバスとされたＡＴＭ－Ｍバス方式に
おいて、Ｍバス上に障害が発生したときに、上位の分岐装置は障害を受けることなく動作
を継続することができる。
【０１１１】
さらに、本発明によれば、上記した障害が復旧したときに、上位の分岐装置の動作を阻害
することなく下位の分岐装置にＩＤを、自動的に再び割り当てることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式の構成概念を示す概念図。
【図２】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いる分岐装置１５５Ｍの構成を示すブロ
ック図。
【図３】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いる分岐装置２５Ｍの構成を示すブロッ
ク図。
【図４】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いるＭＢＵの構成を示すブロック図。
【図５】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いるＭＢＵのＡＴＣにおけるＧＦＣ／Ｖ
Ｐ／ＶＣの変換処理を説明する説明図。
【図６】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いるＭＢＵの機能構成を示す機能ブロッ
ク図。
【図７】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いるＭＢＵの動作を説明するフロー図。
【図８】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式に用いるＯＡＭセルの構造を示す図。
【図９】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式における障害発生個所を示す図。
【図１０】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式におけるＩＤ自動割当シーケンスを説明す
るフロー図。
【図１１】本発明にかかるＡＴＭ－Ｍバス方式におけるＩＤ再割当シーケンスを説明する
フロー図。
【図１２】先願にかかるＡＴＭ－Ｕバス方式の構成概念を示す概念図。
【符号の説明】
１　Ｍバス主装置（ＡＴＭ交換装置）
１１　ＡＴＭスイッチ
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１２　ＡＴＭ－Ｍバス１５５Ｍｂｐｓインタフェースユニット（ＭＢＵ）
１２０　ＧＦＣ／ＶＰ／ＶＣ変換手段（ＡＴＣ）
１２１　セル分岐挿入制御部（ＰＬＤ）
１２２　ＡＴＭユニットＬＳＩ
１２３　光／電気変換用インタフェース
１２４　Ｆ－ＲＯＭ
１２５　Ｓ－ＲＡＭ
１２６　ＣＰＵ
１２７　ＬＥＤ表示部
１２８　ＰＬＬ回路
１３　２５Ｍｂｐｓ端末インタフェースユニット
１４　ＬＡＮインタフェース
１５　Ｎ－ＩＳＤＮ基本インタフェースユニット
１６　２５Ｍｂｐｓノード間インタフェースユニット
１７　三者会議ユニット
１８　音声通話タイプ変換ユニット
１９　中央制御ユニット（ＣＣＵ）
２　Ｍバス
２１　折り返し装置
３　分岐装置
３０　光／電気変換用インタフェース
３１　ＡＴＭユニットＬＳＩ
３２　セル分岐挿入制御部（ＰＬＤ）
３３　ＰＬＤ制御用ＲＯＭ
３４　Ｆ－ＲＯＭ
３５　ＲＡＭ
３６　ＣＰＵ
３７　ＬＥＤ表示装置
３８　ＡＣ／ＤＣコンバータ
３９　リセット回路
６　１００Ω銅線ケーブル（ＵＴＰ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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